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1 ぶり類 128,775 3,750 2.9% α溶血性レンサ球菌症（Lactococcus garvieae感染症） 43.8% 連鎖球菌症（未同定） 23.7% ノカルジア症 14.9%

2 くろまぐろ 50,600 1,942 3.8% α溶血性レンサ球菌症（Lactococcus garvieae感染症） 68.3% 不明病（原因不明） 13.7% 連鎖球菌症（未同定） 8.6%

3 まだい 53,604 1,094 2.0% エドワジエラ症（パラコロ病以外のエドワジエラ・タルダ感染症） 69.7% ビブリオ病 9.9% 不明病（原因不明） 5.1%

4 うなぎ 74,156 827 1.1% パラコロ病 36.1% ウイルス性血管内皮壊死症（鰓うっ血症） 22.9% 不明病（原因不明） 12.9%

5 ふぐ類（とらふぐ、まふぐ） 8,977 611 6.8% ビブリオ病 29.8% 粘液胞子虫性やせ病 18.8% 不明病（原因不明） 15.9%

6 ひらめ 3,058 425 13.9% エドワジエラ症（パラコロ病以外のエドワジエラ・タルダ感染症） 72.2% 連鎖球菌症（未同定） 21.3% 脳粘液胞子虫症 2.6%

7 くるまえび 7,310 424 5.8% ビブリオ病 85.8% ホワイトスポット症［WSD］／クルマエビ急性ウイルス血症［PAV］ 10.1% 鰓黒病（フサリウム症） 4.1%

8 あゆ 6,166 329 5.3% 冷水病（細菌性冷水病）［BCWD］ 66.6% ビブリオ病 9.1% 不明病（原因不明） 7.6%

9 しまあじ 6,786 299 4.4% 連鎖球菌症（未同定） 62.6% α溶血性レンサ球菌症（Lactococcus garvieae感染症） 30.5% マダイイリドウイルス病 3.2%

10 にじます 4,098 231 5.6% 伝染性造血器壊死症［IHN］ 39.4% 冷水病（細菌性冷水病）［BCWD］ 20.2% イクチオホヌス症 10.3%

魚　病　被　害　の　内　訳　　（　令　和　元　年　）　

被害額の大きい魚種

合計推定
被害額

（百万円）
（B）

被害割合の高い疾病合計
生産額

（百万円）
（A）

（B/A）

α溶血性レンサ球菌症

（Lactococcus garvieae

感染症）

43.8%

連鎖球菌症（未同定）

23.7%

ノカルジア症

14.9%

細菌性溶血性黄疸

5.6%

ハダムシ症（ブリ属のベネデニア

症） 2.3%

ビブリオ病

2.7%

不明病（原因不明） 1.7% その他

5.2%
ぶり類

α溶血性レンサ球菌症

（Lactococcus garvieae感染症）

68%

不明病（原因不明）

14%

連鎖球菌症（未同

定）

9%

ビブリオ病

4%

その他

6%

くろまぐろ

エドワジエラ症（パラコロ病以外の

エドワジエラ・タルダ感染症）

70%

ビブリオ病

10%

不明病（原因不明） 5%

エラムシ症

4%

滑走細菌症

4%

その他

7%まだい

パラコロ病

36%

ウイルス性血管内皮壊死症

（鰓うっ血症）

23%

不明病（原因不明）

13%

骨曲がり

10%

板状出血症

5%

ビブリオ病

4%

カラムナリス病（含：鰓ぐされ、鰭ぐされ、尾ぐさ

れ）

4%

その他

5%うなぎ

合計推定

被害額

37.5億円

合計推定

被害額

10.9億円

合計推定

被害額

19.4億円

合計推定

被害額

8.3億円


